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4つのテスト　　1.�真実かどうか　2.�みんなに公平か　3.�好意と友情を深めるか　4.�みんなのためになるかどうか

Weekly No. 1843  ／令和4年4月11日

会長挨拶	 杦本会長

4 月のロータリー月間テーマは、「母子と健康」です。
毎年、 5歳未満で命を落とす子どもは、世界で推定
590万人もいます。その原因は、栄養失調、適切な医
療や衛生設備の欠如など、どれも予防が可能なものば
かりです。
予防可能な原因で、母と子どもが命を落とすことな
どあってはならないと、私たちロータリー会員は考え
ます。すべての母子が質の高い医療を受けられるよ
う、そして、出産で命を落とす母親がいなくなり、子
どもがすくすくと成長できるように、私たちは支援活
動を行っていく必要があります。
ロータリーの支援活動とは、どの様な内容でしょう
か？教育、予防接種、出産キット、移動クリニックな
ど、ありとあらゆる方法で母子の健康を推進していま
す。また、女性を対象に、HIV母子感染の予防、母乳
による授乳、病気の予防に関する教育も行っています。

一例として、出産前ケアの移動クリニックがありま

す。ハイチは、西半球で母子の死亡率が最も高い国で

す。この国で、医療ボランティアと助産師が、僻地に

住む母と子どもに医療ケアを提供できるよう、医療機

器を搭載したジープを寄贈しました。

また、可動式がん検診支援も行っています。インド

における、可動式の癌検診機器一式の提供と、認識向

上を目的とした研修の実施を行っています。

「母親が強く、健康であれば、その家族も強くて健康

になり、貧困と飢餓も和らぎます」

母親に十分な支援が届くよう、これからも支援活動

の継続が必要と考えますので、皆様の支援活動を宜し

くお願い致します。

幹事報告	 木下幹事

1 �． 4 月生まれの会員並びに会員夫人のお祝いの品を

郵送にてお渡し致しました。おめでとう御座います。

本日の例会

第1843回例会　令和 4年 4月11日
今週の歌　「花嫁」

春の家族会

前回の記録

次回の例会

第1844回例会　令和 4年 4月18日
今週の歌　「悲しくてやりきれない」
卓　　話　「120歳を目指すべき理由」
 石黒　　伸 ドクター 様



2 �．先週開催の第13回理事会決議事項について、ご報

告申し上げます。

　①�今年度の国際奉仕事業に関する報告書が木田理事

代理（国際）から提出され、承認されました。

　②�5 月度例会プログラムが橋本芳信プログラム委員

長から提出され、承認されました。

　③�2021－22年度�春の家族例会の計画書及び予算書

（その 2）が福原親睦活動委員長から提出され、

承認されました。尚、再度コロナ禍、 1会員あた

り¥10,000の例会費返還（今回は夫人分なし）を

実行することも承認されました。

　④�次回開催の件＜第14回（ 4月度）理事会（新旧合

同理事会）＞2022年 4 月25日19:00～です。

　　�終了後に懇親会が御座います。お車での参加はご

遠慮下さい。

3 �．ロータリーの友 4月号と 5月度例会プログラム、

次年度の会員名簿用原稿をBOXに入れました。会

員名簿原稿は 4月25日までに例会受付または事務局

にご提出下さい。

出席報告	 出席委員会　本田委員長

●会　員　数　42名　　出席会員数　38名

●来　　　客　 0名　　本日の出席率　97.44％

●�※コロナ禍によるメーキャップ規定により 3月14日

の出席率は100％

社会奉仕委員会	 橋本（幸）委員長

4 月 1 日クリーンデーがありました。参加者は、

橋本徹也パスト会長、木下幹事、本田さん、榎原さ

ん、塚脇さん、瓜生さん、東急ホテルの松村さん、

橋本幸治の 8 人でした。今年度の当クラブ主催のク

リーンデーはこれで最後です。ご協力ありがとうござ

いました。

ニコニコ箱	 島倉副SAA

●河邊パスト会長　結婚記念日お祝いありがとうござ

いました。

●坂口パスト会長　ながらくお休みをいただいており

ました。

●尾家パスト会長　先日橋本徹也パスト会長に大変お

世話になりました。

●新井パスト会長　長い間休みました。

●石﨑パスト会長　家内の誕生日祝いありがとうござ

います。

●橋本（徹）パスト会長　本日の卓話よろしくお願い致

します。

●本田会員　43回目結婚記念日お花ありがとうござい

ます。

●橋本（芳）会員　今日は次年度第 1回理事会です。次

年度理事・役員の方よろしくお願いします。

●西村会員　お陰様で本日プライム市場に上場しまし

た。

●坂本会員　桜が満開です。本日もよろしくお願いし

ます。

●清水（良）会員　誕生日のお祝いありがとうございま

した。

　　　　　　　　本日のニコニコ箱� 49,000円

　　　　　　　　累計のニコニコ箱� 963,000円

　　　　　　　　累計のニコニコB� 11,000円

��

ご結婚のお祝い　 4月

�

梶山会員夫妻
本田会員夫妻
清水（大）会員夫妻

橋本（徹）会員夫妻
塚脇会員夫妻
木田会員夫妻

�



河川美化月間「神崎川の再生を目指して」
　　神崎川畔企業連絡会
� 事務局長　橋本　徹也�パスト会長

「神崎川の再生を目指して」と題していますが、神

崎川畔企業連絡会がなぜできたのか、出来るきっかけ

となった、私が多くの人と取り組んできたまちづくり

運動

　○吹田まつりの取り組み

　○道路愛称づくり運動

　○江坂ビジョン21の取り組み

の話をさせていただき最後に

　○神崎川畔企業連絡会の取り組み

の話をさせていただきます。

○吹田まつりの取り組み

1994年　�平成 6年　吹田まつり第25回大会で提案、

陸渡御開始

1995年　�平成 7年　阪神淡路大震災もあって、川の

利用を考える

　　　　�神崎川空間利用構想検討委員会（大阪府・

各市）が出来私たちの意見を神崎川空間利

用の整備方針（案）に取り入れてもらいま

した。

1996年　�平成 8 年 2 月　大阪府－神崎川ネオ・リ

バープラン－として発表

1997年　�第28回吹田まつり実行委員会の中に第30回

大会準備部会を設置

　　　　吹田まつり第30回大会企画を提案

　　　　　・神崎川会場の新設

　　　　�ペーロン大会（案）・平成の船渡御（案）・

花火大会（案）

1999年　�平成11年　吹田まつり第30回大会で実現し

ます。

○道路愛称づくりの取り組み

1994年私が江坂企業協議会の環境整備委員会の担当

卓　　　話 だった時に

�毎月 1日はクリーンデーを実施、ゴミがなくならな

い！

市外から大勢の人がやってくる。

�豊津町→豊津駅？ 江坂町→江坂駅？広芝町？垂水

町？と分かりづらい

　・道路愛称をつけてわかりやすくしよう！

　・�道路に愛称がつくことにより自分たちの道と思

い大切にする！

　・�道路愛称を活かした、まちづくり運動が広が

る！

という目的として、道路愛称づくりを提案いたしまし

た。

先ほどの吹田まつりは提案から実施まで 5年かかり

ました。

この道路愛称づくりは、簡単にできると思っていま

した。

ところが、

1994年　�吹田市に提案して、協議を繰り返しました

が江坂地域だけの道路愛称は困難、吹田市

全域でなら取り組む

1998年　�吹田道路愛称づくり準備委員会を吹田青年

会議所・吹田商工会議所・江坂企業協議

会・大阪府・吹田市で立上げ準備を行い

2000年　�吹田市道路愛称づくり市民会議が設置され

ました。

2001年　24路線に道路愛称がつきました。

結局 7年かかりました。

○江坂企業協議会の江坂ビジョン作成

江坂企業協議会25周年を期にまちづくりビジョンを

作成することになりました。 7つの共創ごとの目標と

その目標に向って、展開すべき施策例を明記してい

る。ビジョン実現に向けて、その展開すべき施策を誰

が行うのか役割分担を明記しています。このビジョン

実現に向けて江坂まちづくり協議会を設立、まちづく

りの情報ネットワークを創っていくことになりました。

そんな時、大阪府西大阪治水事務所より神崎川の構



奉仕しよう みんなの人生を豊かにするために

想について協議依頼があり、我々だけで、吹田市域全

体の神崎川の構想についての協議は出来ないので、少

し時間をもらい、神崎川周辺の企業22社に呼びかけ、

意見交換会をすることになりました。この連携ができ

たので会としてやっていけばどうかと提案され、全社

が賛同、地域自治会その他団体を後援団体に入っても

らい、道路愛称「水鳥の道」での呼びかけ、江坂まち

づくり協議会の経験もあり、2002年神崎川畔企業連絡

会が発足いたしました。

○神崎川畔企業連絡会の取り組み

アドプト・リバー水鳥として2004年（平成16年）大

阪府・吹田市・神崎川畔企業連絡会が協定を結び吹田

市内神崎川 4 kmを美化活動、その他活動を責任もっ

て行うことになりました。

現在、神崎川畔企業連絡会の取り組みは、連絡会年

4 回、幹事会月 1 回、春に春まつり、秋にクリーン

アップ作戦を実施している。

神崎川ではその他、 1月の出初式や、ボートの練習

や、関西大学、関西学院大学の漕艇定期船なども行わ

れています。神崎川の大阪市側は、サイクリングロー

ドとして利用されていますし、多くの人たちが集まっ

てきています。

クリーンアップ作戦でもきれいな川になってきてい

ることを実感できます。

卓話　橋本　徹也�パスト会長

令和 4年 4月 1日クリーンデー

4月度誕生日祝い
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